
令 和 ７ 年 ７ 月 ４ 日

復 興 庁

企 業 連 携 推 進 室

令和６年度「新ハンズオン支援事業（グループ支援）」

の成果について

復興庁では、民間企業等からの出向職員（政策調査官）の知見を活用し、各

種の専門家とともに被災地域企業の経営課題を解決する新ハンズオン支援事

業（個社支援・グループ支援）を実施しています。

この度、復興庁が令和６年度に実施したこれらの事業の成果についてとりま

とめましたのでお知らせします。

（添付資料）
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令和６年度「新ハンズオン支援事業（個社支援・グループ支援）」の成果

復興庁では、民間企業等からの出向職員（政策調査官）の知見・経験や、専門家による

経営的助言を活用して、様々な経営課題を抱える被災地域企業や企業等のグループに寄り

添いながら経営課題を解決する「新ハンズオン支援事業（個社支援・グループ支援）」を

実施しています。

この度、令和６年度に実施した同事業における支援の代表事例を以下のとおりとりまと

めました。

【主な支援内容】

＜グループ支援＞

○「鮑＝大船渡」の地域ブランディングと鮑を活用した特産品開発

（大船渡商工会議所）

→「鮑＝大船渡」の地域ブランディングと、鮑を軸とした地域活性化の推進を目標に

支援実施。地元高校との連携事業を含む様々な取組を行い、地元で「鮑＝地域資

源」の意識を醸成。鮑の更なる普及や交流人口拡大を目指す今後の取組に向けた体

制構築につなげた。

など 計５件

＜販路拡大グループ支援（９者）＞

→ビジネスマッチ東北をはじめとする商談会への出展や商談ノウハウの提供等を通じ

た販路拡大に向けた支援を実施。

※ 上記代表事例の詳細については次ページ以降をご覧ください。

別紙



代表的なグループ支援の事例
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代表的な販路拡大グループ支援の事例
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支援事業先
９社

ビジネスマッチ
東北へ出展

開催日
2024年
11月14日

次年度以降に
向けて自走化

を視野

各信用金庫・
信用組合等
と連携して

継続的な支援

【商談会前の専門家支援】
・商談方法指導
・商材の選定への助言
・商談会でのポイントの助言
（アピールの仕方など）
・その他

【商談会後の専門家支援】
・商談会で見えた課題の
特定・解決を支援
・自走化に向けて指導
・その他

専門家支援 専門家支援

アグリフード
EXPOへ出展

開催日
2024年
8月21日、
22日

5

結の場へ参加

開催日
2024年
10月22日

ビジネスマッチ東北をはじめとする商談会への出展や商談ノウハウの提供等を通じた販路
拡大の実現に向けた支援をハンズオンで実施。

令和６年度新ハンズオン支援事業実施報告：販路拡大グループ支援（概要）
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1.事業者概要

• 地元福島産のフルーツを積極的に活用した加工
食品を製造・販売

• 規格外フルーツの商品化というストーリーを活
かしたブランディングに取り組む

3.支援内容

➀ターゲット設定と提供価値の再定義
飲食店のニーズと、果実本来の味・香りという強み
を掛け合わせた独自の価値提案

➁ブランディングの強化
ブランドキャラクター「kajuco」を活用した情報発
信事業（SNS・メルマガ等）の企画2.主力商品

果肉入りシロップ、ジャム、ドライフルーツなど

▲果肉入りシロップ

令和６年度新ハンズオン支援事業実施報告：販路拡大グループ支援②

支援事業者

独自開発商品の魅力・ブランディングを通じた販路開拓支援支援概要

４.支援の成果

• 独自開発商品の販売チャネル拡充
• 対前年比で売上が120％に増加

▲ブランドキャラクター「kajuco(カジュコ)」

ふくしま果樹加工考案室（福島県伊達市）

▲ジャム ▲ドライフルーツ

▲規格外のフルーツ


